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【
ト
ラ
ン
プ
と
世
界
】 

　
第
45
回

　

ト
ラ
ン
プ
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
な
っ
て
２
年
た
つ
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
、「
世
界
の
警
察
官
」
を
や
め
る
政
策
な
ど
、

そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
が
主
導
し
て
や
っ
て
い
た
多
く
の
こ
と

が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
。
文
部
科
学
省
は
「
社
会
の
変
化
は
加
速
度

を
増
し
、
複
雑
で
予
測
困
難
」
と
、
世
界
像
を
探

究
す
る
意
思
が
希
薄
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
当
選
を
予
測
し
て
い
た
の
は
、
ネ
ッ

ト
上
で
は
副
島
隆
彦
や
田
中
宇
（
と
も
に
ブ
ロ
グ

参
照
）、
テ
レ
ビ
で
は
木
村
太
郎
、
研
究
者
で
は
、

管
見
の
限
り
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
ぐ
ら
い
で
、

多
く
は
ヒ
ラ
リ
ー
が
勝
つ
こ
と
を
疑
っ
て
お
ら
ず
、

ヒ
ラ
リ
ー
勝
利
を
願
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
こ

の
傾
向
は
現
在
も
続
き
、
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
を
民
主
党

の
「
勝
利
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

　
事
実
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
が
あ
ま
り
な
い
。「
共
和
党
候

補
指
名
受
諾
演
説
」
を
読
む
あ
た
り
か
ら
押
さ
え
な
お
す
し

か
な
い
。
他
殺
が
多
い
こ
と
、
道
路
な
ど
の
整
備
の
崩
壊
な

ど
深
刻
な
国
民
生
活
の
現
状
改
善
を
訴
え
、
ヒ
ラ
リ
ー
に
よ

る
中
東
の
平
和
破
壊
を
糾
弾
し
て
い
る
。
就
任
後
、
北
朝
鮮

へ
の
爆
撃
を
回
避
し
、
マ
テ
ィ
ス
国
防
長
官
を
辞
任
さ
せ
て

ま
で
シ
リ
ア
か
ら
の
撤
兵
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
事

実
と
し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

ト
ッ
ド
の
発
言
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
〈
家
族

構
造
の
研
究
〉
は
注
目
に
値
す
る
（
佐
藤
の
解
説

は
的
は
ず
れ
）。
親
と
の
同
居
の
継
続
性
、
兄
弟
間

の
平
等
さ
、
近
親
婚
禁
止
の
程
度
に
よ
る
７
類
型

あ
る
家
族
構
造
の
中
で
人
間
は
生
ま
れ
、
成
長
し
、

思
想
を
持
ち
、
次
の
社
会
を
つ
く
る
。

�

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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